
 

令 和 ７ 年 度 

 

新潟県クリーニング師試験問題  
 

                                     

［指示があるまでは開かないでください。］ 
 

 

 

 

 

 

 【注意事項】                      

                                      
 １ 試験問題の数は３０問で、解答時間は１時間３０分です。 
 

 ２ 問題用紙とは別に、解答用紙を１枚配ってありますので、問題の解

答は、必ず解答用紙に記入してください。 
 

 ３ 解答用紙には、受験番号、氏名を忘れずに記入してください。 

  

 ４ 各々の問題には、３つの答えが書いてありますので、その中から最

も適切なものを１つ選んで、解答用紙の番号に○印をつけてください。

なお、○印を２つ以上つけた場合は無効となります。 
 

     
 

 

 問 題 
 

       ［問題１］ 日本の首都はどこですか。        

        

            １ 東京  ２ 大阪  ３ 京都      
 

 

 

 

 解  答 
 

       ［問題１］  １   ２   ３          

               

 ５ 試験時間中に発言をしてはいけません。用事のあるときは、黙って

手を挙げてください。 
 

 ６ 試験問題は持ち帰ってかまいません。             
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衛生法規に関する知識 

 

 

［問題１］ クリーニング業法に規定する、同法の目的に関する以下の記述につ

いて、（ ）に入る語句の組合せとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

「この法律は、クリーニング業に対して、（ ア ）等の見地から必要

な指導及び取締りを行い、もつてその経営を（ イ ）に適合させると

ともに、利用者の（ ウ ）を図ることを目的とする。」 

 

（ ア ）   （ イ ）    （ ウ ） 

１  公衆衛生   施設の基準   福祉の増進 

 

２  感染症対策  施設の基準   利益の擁護 

 

３  公衆衛生   公共の福祉   利益の擁護 

 

 

 

 

［問題２］ クリーニング業法に規定する、クリーニング所において消毒を要す

る洗濯物（ただし、伝染性の疾病にかかっていない者又は伝染性の疾

病にかかっている者に接していない者が使用したもので、いずれも営

業者に引き渡される前に消毒されていないものとする｡）として、誤っ

ているものは次のうちどれか。 

 

１ 一般家庭で使用されたタオル  

 

２ ホテルで使用されたシーツ 

 

３ 介護福祉施設で入所者が使用した下着のパンツ 
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［問題３］ クリーニング業法施行規則に規定する、クリーニング師の免許証に

関する記述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング師が免許証を破り、汚し、又は失ったときは、再交

付の申請をしなければならない。 

             

２ クリーニング師は、その本籍又は氏名を変更したときは、免許証

の訂正の申請をしなくともよい。 

             

３ クリーニング師が死亡したときは、免許を与えた都道府県知事に

免許証を返納しなくともよい。 

             

 

 

 

 

 

［問題４］ クリーニング業法に規定する、営業者の衛生措置等に関する記述と

して、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ 営業者は、クリーニング所以外においても、クリーニング師の配

置により、営業として洗たく物の処理を行い、又は行わせることが

できる。 

 

２ 洗場については、床が不浸透性材料（コンクリート、タイル等汚

水が浸透しないものをいう。）で築造され、これに適当な勾配と排水

口が設けられていること。 

 

３ クリーニング所を清潔に保っていれば、洗濯物を洗濯又は仕上げ

を終わったものと終わらないものに区分する必要はない。 
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［問題５］ クリーニング業法に規定する、クリーニング所の開設の届出に関す

る以下の記述について、（ ）に入る語句の組合せとして、正しいもの

は次のうちどれか。 

 

「クリーニング所を開設しようとする者は、厚生労働省令の定めると

ころにより、クリーニング所の位置、（ ア ）及び（ イ ）並びに（ ウ ）

その他必要な事項をあらかじめ都道府県知事に届け出なければならな

い。」 

 

（ ア ）     （ イ ）     （ ウ ） 

１  用途地域     営業時間    クリーニング師数 

 

２  構造設備     営業時間    クリーニング師の氏名 

 

３  構造設備     従事者数    クリーニング師の氏名 

 

 

 

 

［問題６］ クリーニング業法に規定する、クリーニング所の開設の届出をした

営業者の地位の承継に関する記述として、正しいものは次のうちどれ

か。  

 

１ 営業者の地位を承継する者は、あらかじめ都道府県知事の許可を 

受けなければならない。 

 

２ 営業者について相続があったときは、相続人(相続人が二人以上あ

る場合において、その全員の同意により当該営業を承継すべき相続

人を選定したときは、その者)が、届出をした営業者の地位を承継す

る。 

 

３ 営業を譲渡したときは、届出をした営業者の地位は当該営業を譲

り受けた者に承継されない。 
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［問題７］ クリーニング業法に規定する、都道府県知事がクリーニング師の免

許を取り消すことできる場合に関する記述として、正しいものは次の

うちどれか。  

 

１ クリーニング師がクリーニング業に関し犯罪を犯して罰金以上の

刑に処せられたとき。 

 

２ クリーニング師が死亡したとき。 

 

３ クリーニング師が免許を取得したにも関わらず、クリーニング所

の業務に従事しなかったとき。 

 

 

 

 

 

 

 

［問題８］ 生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関する法律に関する記

述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ この法律は、クリーニング業、興行場営業、旅館業には適用され

るが、飲食店営業は適用されない。 

 

２ 営業者は、政令で定める業種ごとに、生活衛生同業組合を組織す

ることができる。 

 

３ 都道府県知事は、業種を指定して、当該業種に係る営業の振興に

必要な事項に関する指針を定めることができる。 
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［問題９］ クリーニング業法施行規則に規定する、クリーニング師の研修に関

する以下の記述について、（ ）に入る語句の組合せとして、正しいも

のは次のうちどれか。 

 

クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した

後（ ア ）以内に都道府県知事が指定した（ イ ）を図るための研

修を受け、その後は（ ウ ）を超えない期間ごとに当該研修を受ける

ものとする。 

 

（ ア ）   （ イ ）   （ ウ ） 

１   ３年     技能の向上     １年 

 

２   ３年     知識の習得     １年 

 

３   １年     資質の向上     ３年 
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［問題 10］ 次のア～エのうち、クリーニング所における衛生管理要領に規定す

る、消毒効果を有する洗濯方法はいくつあるか。 

       

ア 洗濯物を80℃以上の熱湯で10分間以上処理する工程を含むもの。 

 

イ さらし粉、次亜塩素酸ナトリウム等を使用し、その遊離塩素が 

250ppm 以上の液に 30℃以上で５分間以上浸し、終末遊離塩素 

100ppm 以上になるような方法で漂白する工程を含むもの。 

 

ウ 四塩化エチレン（テトラクロロエチレン）に５分間以上浸し洗濯

した後、四塩化エチレン（テトラクロロエチレン）を含む状態で 50℃

以上に保たせ、10分間以上乾燥させる工程を含むもの。 

 

エ 洗濯物を過酢酸濃度 150ppm 以上かつ 60℃以上の水溶液で 10 

分間以上処理する工程を含むもの又は過酢酸濃度 250ppm 以上かつ 

50℃以上の水溶液で 10 分間以上処理する工程を含むもの。 

 

１ ２つ 

              

２ ３つ 

             

３ ４つ 
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公衆衛生に関する知識 

 

 

［問題 11］ 日本国憲法第 25条に関する以下の記述について、（ ）に入る語句

の組合せとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

「すべて国民は、（ ア ）で文化的な最低限度の生活を営む権利を有

する。国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び（ イ ）

の向上及び増進に努めなければならない。」 

 

（ ア ）  （ イ ）    

１   健康    社会生活     

 

２   健康    公衆衛生      

 

３   平和    公衆衛生      

 

 

 

 

［問題 12］ 厚生労働省の令和５年人口動態統計結果に関する以下の記述とし

て、正誤の組合せが正しいものは次のうちどれか。 

 

ア 出生数は 72万 7288 人で、前年より減少した。 

 

イ 死亡数は 157 万 6016 人で、前年より減少した。 

 

ウ 死因順位の第１位は、心疾患であった。 

 

ア    イ    ウ  

１      正    誤    誤 

 

２      誤    正    誤 

 

３      正    誤    正 
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［問題 13］ 水と健康に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 人体において、水は、消化・吸収や老廃物の排出についての働き

に関して重要な生理作用を営む。 

 

２ 人体において、水が占める割合は体重の概ね３分の１程度である。 

 

３ 人体において、水は、主に、呼気、不感蒸泄、汗、喀痰、尿、ふ

ん便等により体外に排出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題 14］ 水質汚濁防止法及び下水道法に関する記述として、正しいものは次

のうちどれか。 

 

１ 直接公共用水域に有害物質を排出するクリーニング所は水質汚濁

防止法の特定施設となるが、公共下水道に排出するクリーニング所

は下水道法の特定施設となる。 

 

２ ドライクリーニングで使用される石油系溶剤は水質汚濁防止法の

有害物質に指定されている。 

 

３ 下水とは生活あるいは事業に起因し、付随する廃水を指し、雨水

は含まない。 
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［問題 15］ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）に基づく廃棄

物の処理方法に関する記述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ クリーニング業により排出される廃棄物のうち、テトラクロロエ

チレンを含むスラッジ等は廃棄物処理法での特別管理産業廃棄物に

該当するが、石油系溶剤を含むスラッジ等は該当しない。 

 

２ （特別管理）産業廃棄物の処理責任は、処理行為を委託された（特

別管理）産業廃棄物処理業者が負う。 

 

３ 産業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付したすべての排出事業

者は前年度１年間の交付等の状況を報告書にまとめて都道府県知事

に提出しなければならない。 

 

 

 

 

［問題 16］ 土壌汚染対策法に関する記述として、誤っているものは次のうちど

れか。  

 

１ 土壌汚染の状況の把握に関する措置及びその汚染による人の健康

被害の防止に関する措置を定めること等により、土壌汚染対策の実

施を図り、国民の健康を保護することを目的としている。  

 

２ 現在、テトラクロロエチレンを溶剤とするドライ機を使用してい

ないクリーニング所は、過去に使用していても土壌の汚染状態の調

査の対象とはならない。 

 

３ 現在、テトラクロロエチレンを溶剤とするドライ機を使用してい

るクリーニング所は現在の土壌の汚染状態の調査の義務はない。  
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［問題 17］ ノロウイルスに係る吐しゃ物が布団などのリネン類に付着した場合

の処理に関する記述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ リネン類は、吐しゃ物が付着した状態のまま、洗剤を入れた水の

中でもみ洗いする。 

 

２ 下洗いしたリネン類の消毒は 85℃・１分間以上又は 80℃・10 分

間以上の熱水洗濯が適している。 

 

３ 熱水洗濯が行える洗濯機がない場合には、次亜塩素酸ナトリウム

の消毒が有効で、下洗いの際にはその濃度は 200ppm 以下になるよ

うにして消毒する。 

         

 

 

 

［問題 18］ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関する記述として、誤っ

ているものは次のうちどれか。 

 

１ 感染経路は、飛沫感染、エアロゾル感染、接触感染である。 

 

２ 主な症状は、発熱・鼻水・のどの痛み・咳といった上気道炎（風

邪）症状、嗅覚異常・味覚異常だが、無症状の場合もある。 

 

３ 変異株が出現することはなく、潜伏期間は一定である。 
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［問題 19］ クリーニング所における衛生管理要領に規定する、施設、設備及び

器具の管理に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 施設内は、毎日清掃し、その清潔保持に努め、必要に応じ補修を

行い、衛生上支障のないようにすること。 

 

２ 照明器具は、少なくとも１年に２回以上清掃するとともに、常に

適正な照度維持に努めること。 

 

３ 営業者又はクリーニング師は、少なくとも１週間に１回以上クリ

ーニング所の施設、設備及び器具の衛生全般について点検管理する

こと。 

 

 

 

 

［問題 20］ 高温多湿作業場所で作業する作業者の熱中症の予防対策に関する記

述として、誤っているものは次のうちどれか。 

   

１ 水分および塩分の補給は、自覚症状の有無による作業者本人の判

断にまかせること。 

 

２ 初めて作業する作業者については、熱への順化期間を設ける等配

慮すること。 

 

３ 熱中症の症状が疑われる場合には、すぐに体を冷却するとともに、

目の届く範囲で休息させること。 
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洗たく物の処理に関する知識 

 

 

［問題 21］ 繊維の分類に関する組合せとして、正しいものは次のうちどれか。 

 

１  ナイロン   －  再生繊維 

 

２  キュプラ   －  合成繊維 

 

３    絹     －  動物繊維 

 

 

 

 

 

［問題 22］ 繊維加工に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 起毛加工とは、布面を針布やあざみなどで引っ掻いて毛羽立たせ

る加工である。 

 

２ フロック加工とは、布に接着剤を塗った後に、静電気を帯電させ

て、布面に細かく短い繊維の毛羽を振動や静電気により垂直に植え

付ける加工である。 

 

３ プリーツ加工とは、織物を凹凸のついた過熱ローラーと、紙や綿

のローラーの間に通して、凹凸のある模様を付ける加工である。 
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［問題 23］ ドライクリーニング溶剤の一つであるテトラクロロエチレンに関す

る記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 油脂溶解力が小さく、揮発しにくい。 

 

２ 短時間で洗浄、乾燥ができ、生産性が高い。 

 

３ 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律による規制区分で

は、第２種特定化学物質に指定されている。 

 

 

 

 

［問題 24］ 繊維製品の取り扱いに関する表示記号（ＪＩＳ Ｌ０００１：２０

２４）の説明に係る記述として、正誤の組合せが正しいものは次のう

ちどれか。 

 

 ＪＩＳ記号 記号の説明 

ア 
 液温は、40℃を限度とし、洗濯機で非常

に弱い洗濯処理 

イ 
 酸素系漂白剤による漂白処理が可能で

あるが、塩素系漂白剤による漂白処理は

禁止 

ウ 
 

日陰でのぬれつり干し乾燥がよい 

 

ア    イ    ウ 

１    誤    正    誤 

 

２    正    正    正 

 

３    正    誤    誤 
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［問題 25］ 絹の特徴に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 発色が鮮やかで、しなやかさと撥水性に優れた繊維である。 

 

２ 着用中の汗や摩擦によって毛羽立ちや変退色、擦れ、輪染みが発

生しやすい。 

 

３ 紫外線により黄変が進行するため、白地や淡色製品の保管には特

に注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

［問題 26］ ドライクリーニングに関する記述として、誤っているものは次のう

ちどれか。  

 

１ ドライクリーニングとは、水洗いすると縮んだり、形くずれした

り、色が落ちたりするような衣料品を、水の代わりに有機溶剤を用

いて衣料品への影響を抑えた洗浄方法である。 

 

２ ホットドライ機とは、洗浄・脱液を行うドライ機と乾燥機の２台

で構成され、脱液後の洗濯物を人の手で乾燥機に運ぶ機械である。 

 

３ 「チャージシステム」とは、あらかじめドライ溶剤にドライソー

プを添加しておいて洗う方法で、一般的なドライクリーニングシス

テムである。 
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［問題 27］ ランドリー工程に関する記述として、誤っているものは次のうちど

れか。 

     

１ 洗濯物を洗濯機に入れる前に、白物と色物に分ける。分けた白物

はさらに、綿 100％とポリエステル混紡品に分ける必要がある。 

 

２ 予洗は、使用薬剤としてアルカリ剤（メタ珪酸ナトリウム）を用

い、水量は本洗いより少なめで、温度は 60℃以下にする。 

 

３ 仕上げは、アイロン、プレス機、シーツロール機などで行い、布

にハリと光沢を与え、殺菌、消毒作用がある。 

 

 

 

 

［問題 28］ 漂白剤に関する記述として、誤っているものは次のうちどれか。 

 

１ 漂白剤は黒ずみや黄ばみを分解除去するので、白さを長時間保つ

のに効果的である。 

 

２ 次亜塩素酸ナトリウムは、低温で漂白効果があり、動物繊維の漂

白に適している。 

 

３ 過炭酸ナトリウムは温度 40℃以上で効果を発揮し、比較的穏やか

な漂白力で、一部を除き色柄物の漂白が可能である。 
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［問題 29］ クリーニング事故賠償基準に関する記述として、正誤の組合せが正

しいものは次のうちどれか。 

 

ア クリーニング業者は、あらかじめ、利用者に対し、賠償基準を提

示しなくてもよい。 

 

イ クリーニング業者は、洗たく物の受取及び引渡しをしようとする

ときは、洗たく物の状態を利用者とともに確認しなければならない。 

 

ウ クリーニング業者は、洗たくものの受取及び引渡しを対面方式に

よらない方法で行った場合は、品物の状態や処理方法等について、

事前に説明しなくてもよい。  

 

ア    イ    ウ 

１      誤     正        正 

 

２       誤     正    誤 

 

３    正    誤    誤 

 

 

 

［問題 30］ ボタンに関する記述として、正しいものは次のうちどれか。 

 

１ アクリルボタンは、ワンピースやブラウスなどに広範囲に使われ

ており、衝撃に強く、透明感と光沢がある。水洗い可能だが、耐熱

性は低い。 

 

２ カゼインボタンは、ミルクが原料でウールの風合いによく合う。

水洗い可能で、湿潤堅ろう度が高く、移染しにくい。 

 

３ 真鍮（しんちゅう）ボタンは、真鍮を原料にプレス、切削加工に

よって作られ、学生服、婦人スーツやブレザーなど幅広く使用され

ている。ドライクリーニングは可能だが、水洗いはできない。 

 



 


